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地域の特性を活か した良好な色彩景観〜 犬山市の事例〜
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　L 目的

　良好な景観形成にお い て 地域の 特 1生を活かす こ との 重

要 生に つ い ては、さまざまな景観論の 中で語 られてきた n

景観法の 基 本理念として第 2 条で は 「良好な景観は、地

域の 固有の特1生と密接に関連するもの で あるこ とに かん

がみ …　 」 と、地域の個性を活かす旨の 記載がなされ

て い る。同様に、良好な色彩景観 と感 じる背景にも、 何

らか の 共通要素である地域の 特 陛が存在す るだろ うと考

える。で は、地域の 特 性 とは 具体的に 何を／旨す の か 、地

域の特陸を活かす とは、どの ような こ とをい うの か 、 そ

れ らにっ い て具体的に明示す るこ とで、良好な色彩景観

を形成するた め の 要素を提示す る こ ととす る 。

か ら 2010年に か けて徐々 に増え、最近で は、受賞件数の

約 3分の 1に増えてい る ことがわか っ た。

表 1 公共 の 色彩賞受賞事例の 地 域の 特1生を活か し

　　　た景観の 比率 （％）

1991〜199521

，2

1996〜200020

．42001

〜200530

．　O2006

〜201032

，5

　2．地或の特性につ い て

　 「地域の特哇を活 か した色彩景観」 とい う揚台 の 「地

域の特卜生」 に つ い て、具体的にはどうい うもの を指すの

か 、を明示 したい 。こ こ で は 「公 共の 色彩を考え る会」

が主催する 「公 共 の 色彩賞」 を受賞した景観事例の 内、

1991年〜2010年の 190 件につ い て、その 推薦文の 内容を

調査 し、地域 の 特性を活 か した景観と認 められ る 内容が

含まれた具体的な地域の特1生に該当する文言を取り上げ

た。下記に、そ の い くつ かを記した。
・「越前焼 」の 炎をイ メ

ージ した 「赤 レ ン 期 ・伝 統の 町人形町の

味・地 元で とれ る美瑛軟石 ・
昔は柿渋 やベ ンガ ラを塗 っ た もの だ

とい う話 ・松本城 ¢汐1壁 や市内に残 るなま こ壁 の 民家・倉敷の 伝

統 色で ある 白壁 の 白・武家屋敷
・北 国街道沿い に見られ る古い 街

並み
・
伝統的な 「金山型住宅」

・
大正時1弋の レ ン ガ倉庫

・
我が国

初の 煉瓦 − 場 ・沖縄の集落 ・伝統的材料の 焼きすぎ赤レ ンガ ・常

滑の カ ラ
ー

イメージで もある黒の 外装・鹿沼市深岩で 産出 され る

深 岩石造 り・地場産材の 杉の 小 巾板 ・街中に点在する山蔵の 伝統

的意匠 ・宿場町 ・
見世蔵や土蔵・鵜匠さんの 意匠で もある藍染め

の 色 ・酒 と酢の 醸造地 ・地場産業の 鋳物
・繭市場の 倉庫群 ・越後

縮みの 文様
・
昔なが らの 黒 塀

・
この 地 方独 特 の赤 瓦 と赤壁 な ど

　上記の 文言か ら、地域の 特1生とは昔から存在し、今に

残 る街並み （歴史的な街並みを含む）や地場産業に関係

するもの が多い こ とがわかる。それら地域の特性を活か

した色彩景観と認識された事例が、公共 の 色彩賞の 中で

占め る割合を時系列的に分析 した結果 （表 1）、1990年代

　公共 の 色彩賞ハ 推 薦した人の 推薦文 の 中には具体的

な地 域特陛の存在の記載がみられ る こ と、それ らの事

例の受賞景観全体の 比率が決 して少なくは ない こ とか

ら、地域の特駐を活かすこ とは、良好な色彩景観と認

識 される上 で の
一

つ の 要素と考えて い い だろ う。

3．地域特性 と良好な色彩景観の 関係 （犬山市の事働

　では、前述 した具体的な地域の 特陛が存在するの み

で良好な色彩景観と感じられ る の だろ うか
、 また 、 地

域の 特 1生を活かす場 合に、何らかの 方策が存在するの

か、につ い て検詞する こ ととした。

　その 方怯 と して、地域特性を活か したと認め られる

良好な色彩景観 の 具体的事例に着口して、そ の 地域特

性を取り巻く環境を調杏 し、その分析結果 と地域待性

を活かすこ との 関係にっ い て考察を行 っ た。具体的に

は 2010 年の公共の 色彩賞受賞の 犬山市立犬山北小学

校の周辺 の街並み （犬山市が景観計画 の 中で設定し て

い る城下町ゾー
ン ） の 色彩実態調査を行っ 鳥 国宝犬

山城の城下町で歴史的な街並みが顕著にみ られる地域

の 中の本町通 りと住宅地域の要素が強い寺内通 り、魚

新通 りにおける建築物の外壁 143箇所の色彩の 定量的

調査、分析を行い 、色彩の特徴を把握し起 そ して、

市の 景観施策につ い て 自治体へ の ヒ ア リング調査の結

果も加えて 考察 した、なお、色彩実態調査は （財）日

本色彩研究所監修の 「色彩の定規」色票を用い た視感

測色 、 測定は平成 22年 8．月の午前 10時か ら午後 3時

まで の 間に行 っ た。

3．1．犬山市本町通 り

　建築物 65軒中、朖 系の み の建物が 20軒、YR 系と無

彩色の 建物が 17軒、無彩色 の み の 建物が 15軒で ある。

すなわち 52軒が YR 系や無彩色の建物である 。 測色し
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た 88箇所中、YR系が 40箇所、　R系が 7箇所、　Y 系が 5

箇所、白が 13箇所、黒が 14箇所、灰色が 9 箇所であ

り、殆 どが IR 系 と白、黒で 67箇所を占める こ とがわ

か っ た 、
YR の 内、彩度につ い て 1〜3 は 26箇所、4〜6

は 9 箇所であり、低彩度に偏っ て い る，、 明度が 1〜5

か っ 彩度が 1〜3の YRや R に自、黒を力冂える と52箇所

である。よっ て 、こ の 地区は、低〜中明度の 茶色と自、

黒が地域色と認め られる。

彩 度

141210864

　 20

〈 図 1　 本町通 り色彩分布図〉
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3．2．寺内通 り、魚新通り

彩度
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〈図 2 寺内通 り ・魚新通 り色彩分布図〉
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建築物 48軒中、YRの みの 建物が 25 軒、　YR と無彩色

の建物が 2軒、無彩色のみの建物が ユ1軒である。 測色

した 55 箇所中、盟 系が 30箇所、R 系が 2 箇所、　Y系

が 6 箇所、GY 系が 3箇所、白が 4 箇所 、 黒が 3 箇所 、

灰色が 7箇所で ある。最も多くみられ る色相 YBの 内、

彩度につ い ては 3 以下が 20箇所、4〜6が 9箇所、明

度につ い て は、3以下が 9箇所、4〜6 が 7箇所、8〜9

が 13箇所で あり、彩度の色分布は殆どが低〜中彩度だ

が
、 明度は広範囲に及ぶ

。
R 系、　Y 系、　GY 系の ll箇所

につ い ては高明度、中彩度であるため、色あい の違い

が印象に残 る，以 Eの こ とか ら、こ の 地区では明確な

地或色は認められない。

3．3．犬山市賊下町ゾーン の特徴

　本町通 りは、城下町 ゾー
ン の中でも犬山城につ なが

る最も観光地域と して の 特色をもっ た地域である。
こ

の通 りは、おおよそ、特定の色範疇で まとまっ て お り、

地域色が認め られる。
一

方、本町通 りに近い 寺内通 り、

魚新通 りにおい て は明確に地 或色 と言えるほ どの 印象

は認め られない 。 住宅地 域として の領域が広い ことも、

建物の色の 多色化に影響 してい る とい えよう。

3．4 犬山市の景観施策

　もとも と、こ の 城下町 で は 400 年続 く犬山祭 りにお

い て 、各Hlで 神輿をだすなど、町民の 自治意識憑町 内

の結束力がある。行政 としては、そ うした住民意識に

よっ て景観を保全するの が望ましく、 規制をか けるよ

りもサポー
トする体勢の方が望ま しい と考えて い る。

その 劣 の 具イ軸勺な制度と して、平成 19年に施行され

た景観条例 10条に 基 づ く、地域か らの 中し出によ っ て

指定される景観形成促進地区の制度があ り、景観形成

助成金 も交付される こ とにな っ て い る。地区指定の た

めの 申出書にっ い て は、住民の 同意に基づ い た良好な

景観の形成基準 として形態 ・意匠の 具体的な基準を記

入 しなければならない。現在 33町の 内、8 町が指定さ

れて い る。 住民が景観形成に主体的に関われる こ の よ

うな制度を行政が設 けた の である。

　以上の こ とか ら、犬山市城下町、本町通 りにおける

良好な色彩景観形成の 背景には、地域色の存在と住民

が景観形成に主体的に関わる制度が あると考え られる。

地域色が存在する こ とで
、 お のず と色彩の統

一
が は か

れ るこ と、また、前述の施策に よっ て 、住民自らが、

地域独自の 色を認識する こ との
一

助になっ て い る可能

性 もあるだろ う。

4 ． まとめ

　地域の 特陸を活か した良好な色彩景観と認め られる

背景には、誰もが認め られる地或色の存在があるの で

はない か と推測で きる 。 地或色が存在 しない 環境 の 中

で 、 地域の特色を新たに創 っ たならば、それはテ
ーマ

パ ー
ク的な印象をもたらすにすぎないだろ う。 昔か ら

の 地域色を維持 して い くには、住民 自体がそ の 価値を

認識することが必要 である。 そ のために 、 犬山市の景

勧政策でみ られるように、住民が主体的に景観形成に

関わるこ とを可能にする制度づ くりも重要だ と考える。
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